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神戸市立工業高等専門学校 2006年度シラバス

応用微生物 (Applied Microbiology)

芝崎 誠司

応用化学科・5年・前期・選択・1単位 ( 学修単位I )

A4-5(100%) (d)1,(d)2-a,(d)2-d,(g)

本講義では，微生物に関する基礎知識と，有用物質の微生物による生産について概説するとともに，近年の
新しい技術を紹介し，その応用の可能性を考察する．また，微生物が引き起こす様々な病気についても論じ
，適切な対処法について生化学・薬理学的解説を行なう．

【A4-5 】 微生物の基本的な性質，分類，取扱いについて理
解できる。また，微生物を利用した物質生産，物質変換につ
いて理解できる。

微生物の名称と各種特徴について正確に答えることができる
かを評価する。微生物を利用した物質変換について説明する
ことができるかを評価する。

【A4-5 】 微生物細胞機能の遺伝子工学的改変について理解
できる。

遺伝子工学的手法を用いた微生物の機能改変について説明す
ることができるかを評価する。

【A4-5 】 微生物を利用したバイオレメディエーションにつ
いて理解できる。

微生物を利用した環境浄化技術について記述説明，図示する
ことができるかを評価する。

【A4-5 】 微生物病に対する基本知識と対処法について理解
できる。

各種微生物病の種類と症状，および適切な対処方法について
説明できるかを評価する。

成績は，試験90%，小テスト10%として評価する．

「バイオのための基礎微生物学」：扇元敬司著（講談社サイエンティフィク）

「応用微生物」：（培風館）
「病原微生物」：（東京化学同人）

C4生物化学，生物工学

生物化学：微生物の代謝反応を理解するために，生物化学で履修した代謝反応や各種生体成分に関する基礎
知識が必要である．



テーマ 内容（目標，準備など）週

授業計画１（応用微生物）

1 微生物学の過去・未来 微生物学の背景について学び，応用微生物学の全体像を把握する．

2  微生物の構造と種類1
顕微鏡の種類について学ぶ．また，微生物の種類やそれぞれの特徴を理解する．原核微生物の性質についても理
解する．

3 微生物の構造と種類2
真核微生物，とくに酵母に関する基礎知識と利用例について学ぶ．また，ウイルスの諸性質とライフサイクルに
ついても理解する．

4 微生物の増殖
微生物が増殖するために必要な栄養や，詳細な増殖過程について理解する．また，増殖の測定方法についても学
ぶ．

5 微生物育種とゲノム1 利用目的に応じた微生物細胞の育種，変異株の取得方法について学ぶ．

6 微生物育種とゲノム2 ゲノムの形質発現，ゲノミクスとプロテオミクスについて理解する．また，微生物同定手法についても学ぶ．

7 微生物制御とバイオセーフティー
無菌操作，殺菌・消毒剤など，微生物を実際に取り扱うための基礎知識を習得する．また，各種安全対策につい
ても学ぶ．

8 中間試験 7回目までの内容について筆記試験を行う．

9 中間試験解答，微生物の代謝と調節 微生物細胞内で起こっている生化学反応，ならびにその調節機構について理解する．

10 バイオ産業 微生物の産業利用について学び，各種微生物の特性を生かした応用技術について理解する．

11 微生物酵素と製剤 微生物由来の酵素とその利用例について学ぶ．

12 環境浄化
微生物が係る物質循環について理解する．また，微生物等を用いたバイオレメディエーション技術についても学
ぶ．

13 環境浄化 微生物を利用した水処理技術について学ぶ．

14 ヒトと微生物1 人に感染する微生物の種類と，それらが引き起こす疾患について学ぶ．

15 ヒトと微生物2 微生物が引き起こす疾患について学び，適切な化学療法について理解する．

備

考
中間試験および定期試験を実施する．


